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第 ー 表 （第一回検査）
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第 二 表 （第二回検査）
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第 三 表 （第三回検査〉
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第 四 表 （第一、二、三表平均）
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内

ニ
注
射
シ
点
f

M
Y

－
－
、
民
水
内
酔
一
定

問
ノ
紅
、
過
ス
w
y

ト
北
士
一
主
（
数
徐
々

ニ
減
少

同
煮
沸
減
液
又
A

肉
汁
ノ

各
乙
・
一
括
ァ
家
兎
前

セ

y
。

細
胞
A

O

↓b
激
一
一
一
増
加
シ
、
十
－
一
時
間
乃
至
二
十
四
時
間
後
其
極
・
皮
－
一
連
シ
。

一
十
四
時
間
以
後
円
時

〆ー、

一一・、ー〆

誠
波
、
煮
沸
鴻
液

X
A
肉
汁
注
射
ノ
各
場
合
ア
比
級
ジ
タ
Y

ニ
、
全
経
過
ヲ
通
ジ
ア
局
所
性
ニ
、
生
時
液
ヲ
其
ノ
偉
注
射
セ

Y
前
眼

生
第
参
品
位

F可

原

箸

出奇

11r 

Yi. 

ーヒ

（
第
三
放

間
一
）



第
参
品
世

第二回 （第｜性l表参照）

黄色葡萄状球菌肉汁培養生i!!l液O.lc.c.前日艮房内注射後＝於ケル

房水遊走細胞百分率及其ノ時間的推移

P. E. 一・一一一 ＝仮性「ヱオ ジシ」細胞
L .... 一… ＝淋巴球

日一一一一 ＝大草核細胞f組織球）

E. 一一一一 ＝前Of/..房壁固有細胞（内皮細胞）
F『

限

蕃
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山

崎
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第三岡 （第四表参照）

資色葡萄状球菌肉汁士喜養煮沸祖霊液0.1ι・じ前日良房内注射後二於ケ

九房水遊走細胞百分率≫.ピ某／時間的推移
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五
七
凶
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四
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房
ノ
房
水
－
一
最
モ
高
度
ノ
細
胞
遊
走
ヲ
来
セ

y
。
三
十
分
間
煮
沸
後
ノ
同
一
路
液
ヲ
注
射
セ
ラ
レ

タ
Y
前
眼
房
ノ
房
水
－
二
於
Y

細
胞
遊
走
川

之
ニ
衣
ギ
タ

y
。
肉
汁
ヲ
注
射
セ

Y
前
眼
房
－
一
一
於
－
Y
A
房
水
ノ
遊
走
細
胞
最
モ
少
ナ
カ
リ
キ
。

前
版
房
水
準
一
走
細
胞
ノ
穂
類
（
第
二
、
三
岡
牽
照
）

生
癒
液
注
射
ノ
場
合
A

般
性
「
ヱ
オ
ジ
ン
」
陸
自
好
細
胞
数
多
ク
。
煮
沸
穂
波
注
射
ノ
場
合
A

限
性
「
ヱ
オ

ジ
ン
」
噌
好
細
胞
数
少
ナ
カ
η
ノ
キ
。

（
一
）
多
核
白
血
球

根
性
「
ヱ
オ
ジ
ン
」
噌
好
細
胞
黄
色
葡
萄
扶
球
菌
肉
汁
培
養
生
滅
液
、
同
煮
沸
鴻
液
．
又
A

肉
汁
ノ
家
兎
前
眼
房
内
注
射
後
、
四
時
間
目
ニ
一
敢

モ
多
ク
出
現
セ
Y

A

仮
性
「
ヱ
オ

ジ
ン
」
噌
好
細
胞
－
一
ジ
ア
、
十
二
時
間
後
約
九
O

M
Y
ニ
達
シ
、
其
後
徐
々
ニ
減
少
セ

y
。
此
細
胞
ノ
形
態
A

血
液

中
ニ
常
在
セ

Y

モ
ノ
ト
同

一
ニ
ジ

ア
、
ギ

1
ム
ザ
氏
液
－
一
ア
染
色
ス山戸
時
A

其
胞
館
内
ニ
紅
色
ノ
微
細
矧
粒
ヲ
認
メ
、
内
ニ
多
様
形
ノ
分
葉
核

ヲ
有
シ
時
間
ノ
経
過
ス

Y
ト
ト
モ
ニ
退
行
性
襲
性
一
一
陥
ヰ
V

Y

モ
ノ
増
加
セ

7
0

「
ヱ
オ
ヂ
ン
t
一
噌
好
細
胞

A

一
乃
至
二
%
ニ
ジ
ア
、
主
／
形
態
A

血
液
中
ニ
常
在
セ

Y

モ
ノ
ト
同
様
－
一
則
川
判
判
氏
液
染
色
喰
抹
標
本
ニ
ヨ
レ

バ
多
様
形
介
葉
核
ヲ
有
γ
胞
鱒
内
一
一
赤
色
ノ
硝
々
大
ナ
Y
照
粒
ガ
充
満
セ

Y
ヲ
認
メ
タ

y
。
肥
貯
細
胞
‘
多
ク
ノ

場
合
之
ヲ
認
メ
ズ
。

（
二
）
淋
巴
球

淋
巴
球
A

初
期
－
一
於
－
プ
A

実
数
少
ナ
ク
、
十
二
時
間
頃
般
性
「
ヱ
オ
ヂ
ン
」
噌
好
細
胞
ノ
出
現
最
モ
旺
椛
ナ
Y

時
A

一
時
同
細
胞
－
一
一
腿
倒
セ

ラ
レ

タ
レ
ド
、
炎
症
聴
滅
シ
、
仮
性
「
ヱ
オ
ヂ
ン
」
噌
好
細
胞
減
少
ス

Y
ト
同
時
－
一
徐
々
ニ
増
加
シ
。
四
十
八
時
間
後
約
一
五

μ
＝
逮
セ
9
0

淋
巴
球
－
一
大
小
二
型
ア
リ
。
血
行
中
ノ
モ
ノ
ト
同
一
／
構
造
ヲ
有
シ
、
多
ク
A

間
形
－
一
シ
ァ
、
少
量
／
原
形
質
ト
図
形
又
A

腎
臓
形
ノ
核
ヲ
有

ジ
。
核
A

「
ク
ロ
マ
チ
ン
」
網
密
－
一
ジ
ア
太
ク
、
核
ノ
周
固
－
一
透
明
環
ヲ
認
メ
タ
リ
。

「
プ
ラ
ス
マ
」
細
胞

二
十
四
時
間
及
四
十
八
時
間
検
査
ノ
際
少
数
出
現
セ

Y

ヲ
認
メ
タ
リ。

（
三
）
大
軍
核
細
胞

大
輩
核
細
胞
A

徐
々
ζ

増
加
γ
、
四
十
八
時
間
後
－
一
A

約
二
十
尚
一
一
連
セ

y
。
塗
抹
削
川
叶
訓
川
氏
液
染
色
標
本
－
一
ヨ
レ
バ
、
小
ナ
Y

モ
ノ
A

淋

崎
同
参
品
位

F『

原

著

Ill 

崎

五
七
五

（第
一－一波

問

、J



第
品
世

t
t

F『

原

事、4

山

崎

五
七
六

（
第
三
銑

四
凶
）

巴
球
ト
略
同
大
ナ
レ
ド
、
大
形
ノ

モ
ノ
A

之
ノ
数
倍
大
工
遥
セ
y

、
図
形
或
A

縮
刷
形
－
一

ジ
－
プ
原
形
質
A

多
ク
海
綿
拡
ヲ
呈
シ
、

弱
騨
悲
性
ナ

y
。
核
A

国
形
腎
臓
形
又
A

馬
蹄
形
ヲ
ロ
王
u
r

、
細
胞
鰻
ノ
一

側
ニ
偏
在
ス
M
Y

コ
ト
多
シ
、

核
ノ
「
ク
ロ
マ
チ

ン
」
抑
制
幾
分
太
キ
毛
縁
組
ナ
Y

－一ヨ

y

、
内
皮
細
胞
核
ヨ
y

A

濃
染
ス
M
F

モ
淋
巴
球
核
ヨ
y

A

淡
染
ス
。
時
間
ヲ
絞
Y

時
A

核
ノ
染
色
不
良
ト
ナ
リ
、
明
カ
ニ
退
行
性
愛
性
－
一
陥
キ

リ
ッ
、
ァ
Y

モ
ノ
ヲ
拐
附
メ
タ
リノ。

限
房
母
一
固
有
細
胞

内
皮
細
胞
前
眼
房
水
中
ノ
眼
房
世
間
有
細
胞
ト
ジ
ア
算
上
セ

ジ
毛
ノ
、
大
部
分
λ

内
皮
細
胞
ナ
リ
ノ
。
炎
症
ノ
初
期

－一多
ク
、

後
期

一
一
少
ナ

シ
、
多
ク
A

散
在
性
－
一
－
出
現
セ
9
0
細
胞
餓
A

多
核
白
血
球
ノ
約
二
倍
大

ニ
シ
ァ
、
密
集
セ

山戸

毛
ノ
子
多
稜
形
ヲ
呈
ジ
、
散
在
セ
Y
4
t
f

A

出

形
又
A

脱
州
国
形
ヲ
呈
セ
ソ
。

引
川
判
明
氏
液
染
色
標
本

ニ
ヨ
レ
バ
、
原
形
質
A

一般－一

川
益
性
一
一
染
色
セ
ラ

y
、
毛
、
核
／
周
園
－
一
於
－
プ
A

微

細
頼
粒
扶
タ
呈
ス
。
核
A

図
形
又
A

断
副
形
ヲ
呈
シ
、
「
ク
ロ
マ
チ
シ
」
制
A

織
細
－
一
ジ
ア
、
平
等
－
一
円
分
布
セ
ラ

y
、
ユ
ヨ
y

、
淋
巴
球
ノ
絞
ヨ

リ
淡
染
ス
。
核
小
耀
A

明
瞭
ナ

y
。
散
在
性
－
一
－

m現
ス

Y

モ
／
、
多
ク
A

航
ニ
退
行
性
愛
性
－
一
陥
キ
レ
廿
ノ
。

其
他
色
素
頼
粒
ヲ
貧
喰
セ
U
F

恨
性
「
ヱ
オ
ジ
ン
」
噌
好
細
胞
、
大
軍
核
細
胞
等
／
外
エ
細
胞
関
内
ニ
続
褐
色
ノ
色
素
願
粒
ヲ
有
ス
グ
’毛
様
勝
又
A

虹
彩
／
固
有
細
胞
ヲ
認
メ
タ
Y

コ
ト
ア
レ
ド
非
常

－一
稀
ナ

y
d

（四）

丁

、

考

察

上
越
質
験
成
績
ノ
示
ス
加
ク
、
家
兎
前
眼
房
内
二
一
定
量
ノ
黄
色
街
萄
航
球
商
肉
汁
培
養
生
総
液
、
同
煮
沸
磁
波
叉
A

肉
汁
ヲ
注
射
シ
hF

Y

ニ
前
眼
房
水
単
位
容
積
内
選
定
細
胞
数
ガ
全
経
過
ヲ
通
ジ
ア
局
所
性
－
一
生
憾
液
注
射
ノ
際
ユ
最
モ
多
ク

、
英
沸
鴻
液
注
射
ノ
場
合
A

之
－
一
次

ギ
、
肉
汁
注
射
／
際
ユ
阿
南
屯
少
ナ
キ
コ
肉
眼
的
反
臆
痕
朕
ト
一
致
ス
M
F

所
－
一
ジ
ア
、
明
一
二
二
者
毒
カ
ノ
強
弱
ヲ
標
示
ス
グ
’
毛
ノ
ト
思
惟
セ
ザ

y
可
カ
ラ
ズ
。
然
レ
ド
モ
之
ヲ
以
，
ァ
直
三
ニ
者
ノ
抗
原
性
能
力
ヲ
モ
楳
指
ス
M
Y

モ
ノ
ナ

y
ト
A

断
ズ
可
カ
ク
ズ
。
次
－
一
生
総
液
、
煮
沸
繍
液
又

A

肉
汁
ノ
前
眼
房
内
注
射
－
一

ヨ
Y
前
房
水
遊
走
細
胞
ノ
百
分
率
ヲ
見
Y

－
一
、
生
滅
披
ノ
場
合
A

限
性
「
ヱ
オ

ジ
ン
」
曙
好
細
胞
ノ
出
現
最
モ
多

ク
、
肉
汁
ノ
場
合
A

最
モ
少
ナ
シ
。
初
期
－
一
最
毛
能
働
的
ニ
作
用
ス
Y

A

多
核
白
血
球
殊
－
一
般
性
「
ヱ
オ

ジ
シ
」
晴
好
細
胞
－
一
シ
ア
、
急
激
m

一
増



加
シ
、
十
二
時
間
乃
圭
二
十
四
時
間
後
実
極
勃
三
連
ジ
、
其
後
徐
々
ニ
減
少
ス
。
而
シ
ア
其
ノ
時
間
的
推
移
川
大
略
遊
走
細
胞
絹
針
数
曲
線
ト

平
行
セ

y
。
淋
巴
球
A

最
初
少
数
ナ
レ
ド
モ
、
多
核
白
血
球
／
最
少
ス

Y
ト
同
時
ニ
逆
－
一
持
額
的
一
徐
々
ニ
増
加
セ

y
。
之
－
一

ヨ
リ

ア

て

淋

巴
球
ガ
炎
荒
ノ
回
復
期
叉
A

慢
性
炎
痕
時
－
一
至

y
初
ア
盛
ン
ユ
活
動
ス
M
Y

ユ
至
u
y

ノ
時
間
的
推
移
ヲ
明
瞭
－
一
甑
察
ジ
得
ペ
ジ
。
大
草
椋
細
胞

数
並
－
一
業
時
間
的
推
移
A

淋
巴
球
ノ
場
合
ト
大
路
一
致
セ

y
。
余
A

「カ

Y

ミ
ン
」
生
髄
染
色
ヲ
施
セ
ジ
家
兎
－
一
就
ア
本
質
験
ヲ
行
ヒ

、
此
穂
細

胞
鱒
内
ュ
「
カ

Y

ミ
ン
」
制
粒
ヲ
詫
明
ジ
得
ザ

y
ジ
モ
、
其
ノ
性
朕
ニ
ヨ
レ
バ
、
大
部
分
A

組
織
球
ナ
Y
ペ
シ
。
内
皮
細
胞
川
初
期
－
一
多
ク
、
後

期
ニ
少
ナ
ジ
、
多
ク
／
場
合
退
行
盤
性
－
一
陥
キ
リ
ノ
散
在
性
一
一
出
現
セ
リ
。
稀
－
一
数
個
ノ
内
皮
細
胞
ガ
結
合
シ
比
較
的
健
康
賦
態
－
一
ア
出
現
ス

Y

A
、
注
射
針
ノ
刺
入
ニ
ヨ

y
人
魚
的
－
一
剥
離
脱
落
セ
ジ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
。
業
他
極
ク
稀
－一
毛
様
勝
又
A

虹
彩
ノ
級
褐
色
／
色
素
ヲ
合
有
ス

Y

細
胞
ヲ
誼
ス

Y

コ
ト
ア
レ
ド
、
之
等
ノ
細
胞
ガ
果
ジ
ア
自
働
的
－
一
遊
走
シ
h
y
y

モ
ノ
ナ
Y
ヵ
、
或
A

人
魚
的
操
作
ノ
魚
－
一
ク
マ

タ

マ
前
房
水
中

－
一
出
現
セ
ジ
モ
ノ
ナ
Y
カ
r

猶
今
後
ノ
研
究
ニ
待
タ
ザ
Y
ペ
カ
ラ
ズ
。

三
、
糞
色
葡
萄
蹴
球
菌
閥
汁
培
養
生
源
液
叉
ハ
間
帯
、
沸
靖
液
ヲ
家
鬼
前
眼
房
内
－
－

注
射
シ
タ
ル
場
合
Z
於
ル
血
液
白
血
疎
像

甲
、
賓

験

方

法

前
質
験
ト
同
様
ノ
方
法
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
得
タ
Y
、
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
肉
汁
搭
養
生
協
波
、
同
煮
沸
櫨
液
及
ピ
肉
汁
ノ
各

0
・
一
一
括
ヲ
珠
メ
健
康
附

ノ
血
液
白
血
球
像
ヲ
検
ジ
置
キ
タ

Y
家
兎
三
頭
ノ
各
片
眼
前
房
内
ユ
注
射
ス
。
注
射
後
三
家
兎
ノ
生
活
版
態
ヲ
同
様

一
一
ジ
ア
、
四
時
間
、
八
時

間
、
十
二
時
間
、
四
十
八
時
間
ノ
五
回
－
二
日
一9
耳
静
脈
ヨ

y
採
血
ジ
白
血
球
像
ア
椴
シ
、
健
康
時
白
血
球
像
ト
比
較
観
察
ス
。

乙

、

賓

騎

結

所
見
A

第
五
表
ヨ

y
第
七
表
迄
及
ピ
第
四
闘

ヨ
9
第
六
固
迄
ニ
掲
グ
ラ

レ
タ

y
。

果

第
参
品
位

F『

原

箸
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山

崎

五
七
七

（
第
三
披
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五
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第五衰 （第一群）

肉汁黄色葡萄状球菌肉汁培養総波及同煮沸智恵液各O.lcc.育~眼房内注

射後＝於ケル血液白血球像
借
帰
参
品
世

血液単位｜ 二 百 個 巾 % 

容積内白 If震性時 l ｜ iエオ｜ I 
｜ーェ ジ ｜淋巴球｜ ジYJ絢｜肥肝細胞 ｜大皐核

血球数 l:..-I細胞 ｜ ｜胞 ｜ ｜細 胞

健康時

前眼房内
兎家

F『

原
注射液

著
』d

1.0 2.5 0.5 62.5 1!3.5 8900 t氏:JI 

0.5 2.0 1.5 .)9.5 36.5 8500 量t32 
山

崎
1.5 o.5 I ::. 66.5 28.0 8600 33 ~ 

間日寺，，司注射後

1.0 25 0.5 41.0 55.0 9300 ll. 就31 

1.0 1.0 1.0 38.5 58.5 8400 K. F 就32 

1.5 2.5 0.5 42.5 53.5 9800 F. N. 披33 

問時i＼‘ 注射後

2.5 2.5 1.0 42.5 51.5 9600 ll. 現Z:JI 

3.0 0.5 

1.0 

0.5 47.0 49.0 10800 K. F. 続32 

3.5 0.5 41.0 54.0 10900 F. N. 世t33 

3.0 

4.0 

3.0 

3.5 

0.5 

閑時

4".5 

40.5 

十

51.0 

52.0 

後

一

後

4
9
一

ゐ

u

，

hun

一11
il
l
it－
－

l
l
I
B－
－
向
卦

詮
一

0

0

一
決

A

U

A

U

一

a
a
z
o
－
－
 

O

A

O

る

一

10100 ll.. 

K. F. 

3.0 7.0 40.5 49.5 F. N. 

二十匹1時間

五
七
八

3.0 2.5 20 45.5 47.0 9000 B. :n 競

4.0 1.5 0.5 54.5 39.5 10100 F. K. 競
q。
υ d 

後
一

ふ

q

－

h
封

一P
it
t
a
l
l
o
t－
－

－

法
一

0

0

ハU
A

U

1
a

の
d

n
u
n
u
u
 

5.0 " -uο 2.0 41.0 48.5 IO!lOO F. N. 盟主"" l.hJ 

〈
第
三
時蜘

四十八時間

5.5 2.5 1.5 56.0 34.5 B. 盟主31 

3.0 2.0 0.5 K. F. Wt 32 
四
大
〉

52.0 ~2.5 

7.5 

H. 

F.K.= 

N. F.= 

3.0 1.5 46.0 

肉汁

策色rai稲状球菌肉汁培養煮沸首電波

黄色葡萄状球筒肉i-1"緒3童話軍液

4‘~.O 9500 F. :". 電E33 



第六表 （第二群）

肉汁黄色llii萄紋球菌肉汁培養話毒液Jfl..周煮沸滅液各0.lc.c.前眼房内注

射後＝於ケ ）~血液白血球像
借
用
参
品
管

二百個 中 %

仮性曙 ｜ ｜噌 tエオ ｜ I 
ジ｜淋巴球 ｜ち y」絢 ｜刷宇細胞！大草絞

y」細胞｜ ｜胞 ｜ ｜細胞

健康時

血液皐位

容積内白

血球歎

前眼房内

注射液
見家

，....‘ 原

著....... 

LO 0.5 50.0 48.5 10600 盟主34 

0.5 1.5 l.O 50.0 46 5 10600 競35 山

1.5 2.5 0.5 64.5 31.0 10200 t氏36 崎

間時四注射後

11100 I 1.5 0.5 0.5 30.5 67.0 ~. 就34 

1.5 0.5 38-5 69.0 11900 K. F. 鋭35 

2.0 1.0 24.0 72.5 12200 F. ~. 骨E36 

間E寺八．法射後

40 0.5 :Ji.5 5:3.0 10400 n. E民34 

1.0 41.0 58.0 13000 K. F. 就35 

61.0 14500 F. N. 2.5 2.0 0.5 il4 0 f虎36 

間時十注射後

2.5 0.5 44.5 47.0 12300 B. f皮34 

0.5 1.0 44.0 52.0 12200 K. F. 盟主35 

1.0 0.5 29.0 63.5 13300 F. N. 就36 
五
七
九 注射後 二十問時間

6.0 2.0 0.5 45.0 4.6.5 11700 H. 就34 

3.0 0.5 l.5 42 0 5:1.0 13000 K. F. t党35 

〈
第
三
磁

4.5 l.5 

注獄後

LO 30.5 

四十八時間

62 5 13100 F. ~－ 披36 

四
七
）

A

U

A

U

V

0

・

i
 

6

5

5

・

2.0 0.5 48.5 43.0 10700 n. 自234 

0.5 1.0 46.5 47.0 10500 K. F. 競35 

2.0 1.0 28.5 63.0 12600 F. 7可．競36 



第七表 （築五、六条平均）

肉汁i竜色1lii硲朕球菌肉汁培養穂波及同：~；弗穂波各O.lc.c.前日良房
内注射後ユ於ケル血液白血球像

借
用
参
品
管

F『

原

二百個 中 %

呼~／51 淋巴球＇~~；引馴細胞 11 大単勝
:,-J車問胞｜ ｜胞 ｜ ｜細 胞

健康時

血液単位

容積内白

血球数

（前日且房内

注射液
兎話E

著...... 

b
H叫

1.0 

0.5 

1う

Ul 

o.:: 

1.3 

56.3 

54.8 

41.0 

41.5 

9800 

9600 

；；鋭 ｜一｜
受枕 ｜ － I 
~~斌 ！ － ｜

崎
1.5 3.0 0.0 

間

()i).5 

日寺凶

2!J .. j 

注射後

9400 

l.3 1.5 

0.5 

0.5 :.;o.s 61.0 10500 ；；磁 iH. 
！り！

~；~競 i
：；貌 IN. ・' o.3 I l.8 I i.8 

説射後八時間

：；.~ t完－, H. I 10000 I 5・!.8 I 40.0 I 0.5 I J .. -) I 3.3 

~；~ ~］£ I F. K. l 11900 I 日 5 I H.O i 
荒波 Ix. F j 12100 I 57.5 I :ri.5 i 

注射後 十二時間

11200 ! 49.0 I 

12300 I 52.0 i 

注射後 二十問時間

l.3 0.8 
．、..-
,;.j . • ) 6<1.S 10200 K. F. 

2.0 03 0.3 

33.3 63.0 11000 

3.0 1.5 0.5 

4.::1 

3.3 

2.8 

2.0 

0.5 

0.5 

4:t5 

.J.2.3 
．
 

，、，I
 

K. P. 

量日

1成

31 

:).) 

~·· "" ：：円 4.5 4.0 0 ii 34.S N. 自主

1.3 4.).3 4GS 10・100 当競 1 B. I 
宗務 IF. K. i 

:;;; ~底 （ヌ F. I 

五
八

O
A 戸話。1.0 1.0 48.3 4G.3 11600 

四十八時間

i.o 2.3 Iδ8 

2.5 j 4.S 1.5 35.8 －－因。：）.・》12000 

（
第
三
時抗

注射後

るさ.338.8 9900 
:i1 
・：－！ ~I氏 I H. 

m貌

；；波
4.0 1.3 0.8 49.3 HS  9900 K. F. 

四
八
V

6.5 2 .. ) 1.3 日7.3ふ2.. ) 11100 F. N. 

61800 R. 

F. K. 和朝包 65500 

69il0円F N. 
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第五周 （第七表参照）

貧色葡萄状球菌肉汁培養~i弗話電波O.lc.c.前日良房内注射後ニ於ケル

血被内似性「ヱオジン」Pf好細胞、淋巴球及大E事核細胞鍛 J獲化
骨
舟
参
品
世

F『

原

著
』.... 

三 ヲ
（
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一

A
今
A
J
F

。
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第六悶 （第七表参照｝
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究
ギ
、
肉
汁
注
射
ノ
際
A

最
モ
少
ナ
ジ
。

各
種
白
血
球
百
分
宰
ノ
時
間
的
推
移
ヲ
観
察
シ
タ
Y

－
一
、
慢
性
「
ヱ
オ
ジ
シ
」
噌
好
細
胞
A

急
激
－
一
増
加
シ
、

徐
々
ユ
減
少
セ
η
ノ。

淋
巴
球
二
削
者
ト
逆
－
一
急
激
－
一
減
少
シ
、
四
時
間
後
誠
下
貼
－
一
日
連
打
V

、
其
後
徐
々
－
二
増
多
セ

y
。
大
軍
核
細
胞
A

初
ヨ

p
徐
々
ナ
レ
ド
持
鎖

的
ニ
増
加
セ
リ
。

四
時
間
後
極
度
二
遥
ジ
、
其
後

T
、

考

察

以
上
貫
験
成
績
／
示
ス
却
ク
、
血
液
白
血
球
ノ
増
加
A

軽
度
ナ
レ
ド
毛
、
前
眼
房
内
ニ
注
射
セ
ラ
レ
タ
Y
黄
色
葡
萄
賦
球
菌
生
誠
波
、
同
煮

沸
櫨
液
叉
A

肉
汁
ノ

一
一
部
ガ
注
射
後
ソ
レ
ト
殆
ン

V
同
時
－
一
全
身
血
行
中
ニ
モ
亦
タ
移
行
セ

Y

コ
ト
ヲ
示
ス
モ

ノ
ト
謂
プ
可
シ
。
而
シ
ア
注

射
部
位
ナ
Y
前
服
房
水
ニ
於
ケ
Y
ト
同
様
ニ
、
血
液
－
一
一
於
ア
モ
亦
生
憾
液
ヲ
注
射
セ
ジ
際
高
度
ノ
向
血
球
増
多
ヲ
来
シ
、
三
十
分
間
煮
沸
セ
シ

同
一
減
液
注
射
ノ
場
合
A

之
ニ
衣
ギ
、
肉
汁
注
射
ノ
場
合
ニ
最
モ
儲
少
ナ
Y

点
、
明
－
一
葉
ノ
毒
性
ガ
生
協
液
－
一
最
毛
強
グ
、
煮
沸
樹
液
A

之－一

究
ギ
、
肉
汁
－
－
A

最
モ
弱
キ
コ
ト
ヲ
標
指
ス
U
Y

モ
ノ
ト
思
惟
セ
ザ
Y
ペ
カ
ラ
ズ
。
恒
シ
毒
力
強
烈
－
一
失
ス
山
戸
時
A

、
却
ア
血
披
白
血
球
ノ
減
少

ヲ
来
ス
コ
ト
モ
ア
U
Y

ペ
シ
。

四
、
結

一
、
黄
色
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萄
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搭
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生
繍
披
同
煮
沸
蹴
液
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A
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汁
ノ
一
定
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家
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前
眼
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内
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注
射
し
シ
タ

Y

－
一
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会
経
過
ヲ
通
ジ
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局
所
性

二
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生
滅
液
ヲ
其
ノ
偉
注
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前
眼
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房
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一
最
毛
高
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細
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ヲ
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三
十
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同
一
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セ
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前
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房
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細
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之
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・
究
ギ
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リ
ノ
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論

肉
汁
ヲ
注
射
セ

Y
前
眼
房
ニ
一
於
－
7
A
房
水
ノ
遊
走
細
胞
最
モ
少
ナ
カ

y
キ。

郎
チ
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
肉
汁
培
養
生
鵡
液
A

葉
毒
力
、
同
煮
沸
憾
液
ヨ
リ
モ
強
ジ
。

二
、
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
肉
汁
培
養
漏
減
、
同
煮
沸
樹
液
又
A

肉
汁
ノ
各

0
・
一
見
ヲ
家
兎
前
眼
房
一
一
注
射
シ
タ
Y

－
一
、
房
水
中
－
一
出
現
ス
グ
’遊

第
多
品
世
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著、」
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1

八
三

〈
第
三
競

五
一
）



借
用
品
少
品
世

F『

原

司E....... 

山

崎

五
八
四

（
第
三
時蜘

五
二
〉

走
細
胞
ノ
種
類
及
ピ
其
時
間
的
推
移
A

失
ノ
如
ジ
。

仮
性
「
ヱ
オ
ヂ
ン
」
噌
好
細
胞
。
炎
症
ノ
初
期
－
一
一
於
ア
最
毛
多
数
遊
走
シ
ア
、
十
二
時
間
乃
至
二
十
四
時
間
後
－
一
A

約
九
O

MW

ニ
達
シ
、
其
後
徐

々
ユ
減
少
セ
リ
。

「
ヱ
オ
ヂ
シ
」
噌
好
細
胞
。
約
一
乃
至
二
%
’
ζ

ジ
ア
、
或
A

多
ク
、
或
A

少
ナ
ク
、
其
敷
一
定
セ
ズ
。

肥
貯
細
胞
。
多
ク
ノ
場
合
之
ヲ
認
メ
ズ
。

淋
巴
球
。
炎
症
ノ
、初
期
殊
－
一
般
性
「
ヱ
オ
ヂ
ン
」
噌
好
細
胞
ノ
遊
走
旺
盛
ナ
山
戸
時
A

糞
敷
僅
少
ナ
レ
ド
、
炎
症
聴
減
シ
初
ム

Y
ト
同
時
＝
徐
々
－
一

持
績
的
－
一
増
加
シ
、
四
十
八
時
間
後
一
五
乃
至
二

O
μ
－
二
連
セ
ク
。

「
プ
ラ
ス
マ
」
細
胞
。
二
十
四
時
間
又
A

四
十
八
時
間
後
少
数
出
現
セ
Y
ヲ
認
メ
タ

9
。

大
軍
核
細
胞
。
炎
症
／
初
期
ヨ

y
徐
々
－
一
増
加
シ
、
四
十
八
時
間
後
－
一
A

約
二

O
%
ニ
蓬
セ

9
0
而
ジ
ア
此
積
細
胞
ノ
大
部
分
A

組
織
球
ナ

y

ペ
シ
。

内
皮
細
胞
。
炎
症
ノ
初
期
一
一
多
夕
、
四
時
間
後
金
細
胞
ノ
約
一

O
%
ヲ
占
メ
タ
Y
宅
、
其
後
次
第
－
一
減
少
シ
、
多
ク
A

退
行
性
麗
性
－
一
陪
キ

v
p
。

其
他
細
胞
健
二
緑
禍
色
ノ
色
素
願
粒
ヲ
有
ス

Y
毛
様
暢
又
A

虹
彩
ノ
固
有
細
胞
ヲ
認
メ
シ
コ
ト
ア
レ
ド
、
非
常

－一
稀
ナ
リ
ノ
。

三
、
黄
色
葡
萄
朕
球
蘭
肉
汁
培
養
生
滅
液
、
同
煮
沸
鴻
液
又
A

肉
汁
ノ
各

0
・
一
耗
ヲ
家
兎
片
眼
前
房
内
ニ
注
射
シ
タ
W
y

－
－
、
斡
度
ノ
血
液

白
血
球
増
多
ヲ
来
セ

9
0
而
シ
ア
丸
信
経
過
ヲ
遁
ジ
ア
、
生
櫨
液
ヲ
葉
ノ
億
注
射
セ

山川

毛
ノ
最
モ
高
度
ノ
白
血
球
増
多
ヲ
来
シ
、
三
十
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